
Hello, and welcome to this presentation of the STM32L4 power 

controller. The STM32L4’s power management functions and all 

power modes will also be covered in this presentation.
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STM32L4デバイスのFlexPowerControl機能は、電力モード管理に

おける柔軟性が向上し、さらに全体的なアプリケーションの消費

を削減を備えている。Run モードでは、わずか120μA/ MHzで、最

大80 MHzで動作しているシステムクロックを、サポートすることが

できる。26 MHzで、消費がさらに低く：100μA/ MHzになる。

STM32L4デバイスは7つの低消費電力モード：Low-power run、

Sleep、Low-power sleep、Stop 1、Stop 2、Standbyおよび

Shutodownモードをサポートする。どのモードも多くの方法で構成

することができ、いくつかの追加のサブモードを提供する。

追加でSTM32L4はVBATと呼ばれるバッテリーバックアップドメイン

もサポートする。

電源管理における高い柔軟性はハイパフォーマンス(CoreMark

スコア=273)と共に優れた電力効率(ULPBenchスコア=150)を提供

する。
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STM32L4はパワーマネージメントに関連したいくつかの機能があ

る:

いくつかの低消費電力モードでは、I/OのイベントでMCUを起動す

る場合30nA以下が可能。SRAMの32キロバイトを保持する場合

でもたった350 nA。多くのペリフェラルから、さまざまな低消費電

力モードからウェイクアップすることができる。

ダイナミック消費電力は、フラッシュメモリから実行時、100uA/ 

MHzまでです。

VBATと呼ばれるバッテリバックアップドメインはRTCおよび特定の

バックアップレジスタを含む。

いくつかの電源は独立していて、MCUの消費電力を低減するた

めに、いくつかのペリフェラルだけをより高い電圧で供給する。

多数の電力モードのおかげで、STM32L4デバイスは、電力消費

を最小化し、アクティブなペリフェラル、要求される性能、必要な

ウェイクアップソースに応じてそれを調整するための高い柔軟性

を提供します。
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STM32L4デバイスはいくつかの独立した電源を持っている。これ

は一緒の電圧で接続するか、異なる電圧で設定できる。主電源

VDDは、ほとんどのI/Oポート(ポートGの14 I/Oを除く)に電源を供

給する。またVDDはリセットブロック、温度センサ、すべての内部

クロック・ソースに電源を供給する。さらに、ウェイクアップロジッ

クと独立したウオッチドッグを含むスタンバイ回路に供給する。

VDDはVCOREへの電圧レギュレータを提供している。VCOREは、

ほとんどのデジタルペリフェラルおよび2つのSRAMへを電源を提

供する。フラッシュメモリは、VCOREとVDDからの両方から供給さ

れる。

STM32L4のMCUはペリフェラルのためのいくつかの独立した電源

を備えている：VDDAはアナログペリフェラルのため、Vddusbは

USBトランシーバのため。VDDIO2はポートGの14ピンI/Oのため。

VLCDピンはLCDのコモンとセグメント信号線の基準電圧を供給す

る。VREF+端子は、アナログ -デジタルおよびデジタル -アナログ

変換器の基準電圧を提供し、アプリケーションの外部バッファ基

準として使用することができる。

バックアップバッテリはバックアップドメインに電源を供給するた
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めにVBAT端子に接続することができる。

4



主電源のVDDは外部1.8 Vレギュレータによって供給することがで

きるように、3.6 Vまでの1.71からすべての電源モードでフル機能

の動作が保証される。デバイスの機能は、1.6 V、ブラウンアウト

リセットが発生した後、最小電圧まで保証されている。他の独立

した電源はペリフェラルが異なる電圧で動作できるようにするた

めに設けられている。

アナログ電源VDDAはVDD以外の電圧に接続することができる。

アナログ -デジタル変換器又はコンパレータが使用される場合、

1.62 V.より大きくなければならない。デジタル -アナログ変換器ま

たはオペアンプを使用する場合1.8Vより大きい必要がある。電圧

リファレンス・バッファ使用するとき、VDDAは2.4 V.より大きくなけ

ればならない

USB電源VDDUSBはVDD以外の電圧に接続することができる。

USBを使用する場合は、VDDUSBは3 Vより大きくなければならな

い。

ポートGの14本のI/O、PG15からPG2、はVDDから独立してVDDIO2

によって供給されています。これらのI/Oを使用する場合、

VDDIO2は1.08Vまで低く設定できる。いくつかの機能がこれらの
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I/Oで使用できる: I2C、SPI、シリアルオーディオインタフェース、

USARTおよびタイマー。これらの14本のI/Oは、LQFP144とBGA132

で利用可能です。CSP72とCSP81のパッケージでは6本のI/Oが利

用できる。

VBATによって供給されている、バックアップドメインは、1.55 Vより

大きくなければならない。バックアップドメインは、RTC、32.768 kHz

のLSE外部発振器と128バイトのバックアップレジスタを内蔵してい

る。
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LCDのリファレンス電圧は、外部電源電圧、または内蔵された昇

圧コンバータのいずれかによって提供することができる。この参

照はVDD電圧から独立し、VDDの値に影響しないLCDのコントラ

ストを確保する。 VLCDは、LCDを使用しない場合GPIOとして使用

することができるPC3端子と多重化される。

ADCとDACの電圧リファレンスは、外部電源電圧または内部リファ

レンス・バッファのいずれかから提供することができる。これは、

単離された独立したリファレンス電圧を提供することにより、コン

バータの性能を改善するため。 VREF+ピンおよび内部リファレン

ス電圧は、64ピン・パッケージでは使用できない。このパッケージ

では、VREF+はVDDAに接続されていて、内部電圧バッファは無効

にしなければならない。リファレンス電圧はこのパッケージの

VDDAピンを介して提供することができる。
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STM32L4 MCUは独立した電源が存在するか否かを検出する4つ

の周辺電圧モニタを内蔵する。これらのコンパレータは、ストップ

モード機能からのウェイクアップ機能を持っている。 PVM1は1.22 

V閾値とVDDUSB電圧を比較する。 PVM2は0.96 V閾値とVDDIO2

電圧を比較する。 PVM3コンパレータとアナログ -デジタル変換

器のために意図された1.65 V閾値とVDDA電圧を比較する。

PVM4は、オペアンプとデジタル -アナログ変換器のために意図

された1.82 V閾値とVDDA電圧を比較する。

アプリケーションの電源投入シーケンスを保証するために、電源

アイソレーション(内部で電源をopen/closeする機能)が実装され、

デフォルトではopenになっている。これは、ソフトウェアの役割で、

電源closeすることにより、必要な供給を可能にする。
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電源監視は、安全かつ超低消費電力のリセット管理を保証

する。

STM32L4デバイスは常にシャットダウンモードを除くすべての

電力モードで有効になっている超低消費電力ブラウンアウト

リセットを内蔵する。MCUはVDDスロープにかかわらず、選

択されたしきい値を下回ったと時に、BORはすぐにリセットを

する。 1.7Vから2.95V1の五つのしきい値は、フラッシュメモリ

にプログラムされたオプション・バイトで選択されています。

VDDが選択されたしきい値を超えたときは、電源電圧検出器

は、割り込みを生成することができる。 PVDは、スタンバイお

よびシャットダウンモードを除くすべてのモードで有効にする

ことができる。 7つの閾値は、ソフトウェアによって選択するこ

とができる。加えて、比較は、外部ピンを用いて行うことがで

きる。

1.7 Vの閾値のときのBORの消費電力は、データシートに記載

されている。
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二つの内蔵されたリニア電圧レギュレータはスタンバイ回路

およびバックアップドメイン以外のすべてのデジタル回路網を

電源を供給する。レギュレータ出力電圧（VCORE）は、パ

フォーマンスと電力消費の要件に応じて2つの異なる値にソ

フトウェアでプログラムすることができる。これを、ダイナミック

電圧スケーリングと呼んでいる。

アプリケーションモードに応じて、VCOREには、Runモードと

Sleepモードのためのメイン電圧レギュレータによって、または

Low-power run、Low-power sleep、Stop 1、Stop 2のための

Low powerレギュレータのいずれかによって提供される。レ

ギュレーターは、StandbyおよびShutdownモードではオフする。

SRAM2がStandbyモードで保持した場合、Low-powerレギュ

レータはONのままで、SRAM2に供給をおこなう。



ランモードでの、電圧スケーリングレンジ1は80 MHzにシステ

ムクロックをアップできる、ハイパフォーマンスレンジである。

全てのペリフェラルはアクティブで、全てのクロックも有効

ランモードレンジ1での消費電力は80 MHz動作時131 

µA/MHz。このとき、FlashメモリのARTアクセラレータは有効
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Run モードでは、電圧スケーリングレンジ2は、26 MHzのシス

テムクロックまで動作する、中程度の性能レンジである。

SRAMから実行する時、フラッシュをパワーダウンモードを設

定することによって、そのクロックをオフにすることによって消

費電力をセーブすることができる。

USB OTGと乱数生成器を除いて、ペリフェラルはアクティブ。

全てのクロックは有効。

Run モードレンジ 2 の消費電力はSRAMから実行時 110 

µA/MHz @ 26 MHz。
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Low-power run モードではメインレギュレータは OFF、low-

powerレギュレータでシステムクロック2MHzまで対応。SRAM

から実行するとき、フラッシュをパワーダウンモードにして、そ

のクロックをオフにすることによって消費電力を減少させるこ

とができる。

USB OTG、および乱数ジェネレータを除いた、すべてのペリ

フェラルは、アクティブにできる。また、すべてのクロックを有

効にすることができる。 2 MHzで、アクティブすることができる

ペリフェラルの数に関する制限はない。

ARTアクセラレータを有効にしてフラッシュメモリから実行する

ときに、Low-power runモードの消費電力は2MHzで

135μA/MHz。 SRAM1から実行するときには2MHzで

112μA/MHz。

I2C, USART, LPUART,  SWPMI のクロックは16MHzの内部ハイ

スピード(HSI)クロックに基づくことができる。
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Runモードでは電圧スケーリングのおかげで、かつLow-

power runモードは、必要な性能と消費の柔軟性を提供する。

Runモードのレンジ1において、システムクロックは80MHzまで

で、内部と外部の発振器およびPLLを使用することができる。

Runモードレンジ2では、システムクロックが26 MHzに制限さ

れており、内部および外部発振器と同様にPLLを使用すること

ができるが、26 MHzに制限されなければならない。Low-

power runモードでは、システムクロックは2 MHzに制限され

なければならない。



各ペリフェラルクロックがRun及びLow-power runモードでON

またはOFFになるように構成することができる。デフォルトでは、

すべてのペリフェラル・クロックはフラッシュメモリインタフェー

スのクロックを除いて、オフ。 SRAM1とSRAM2クロックがRun

モードで常にオンです。

SRAM1またはSRAM2から（RunまたはLow power runモード

で）実行している場合、フラッシュメモリは、ソフトウェアのパ

ワーダウンモードにすることができ、Flashクロックはオフにす

ることができる。スイッチオフされたときに、フラッシュメモリに

アクセスすることはできない。それはの結果的に、Cortex-M4

ベクタテーブルオフセットレジスタを使用して、割り込みが

SRAMにマッピングされている必要がある。



RunまたはLow-power runモードでの消費電流は、いくつかのパ

ラメータに依存する。最初に実行バイナリコード、これはプログラ

ム自体に加えて、コンパイラの影響を意味する。さらに、メモリ内

のプログラムの場所、デバイスソフトウェアの設定、I/Oピンの負

荷とスイッチング速度、温度などに依存する。

消費電力は、コードがフラッシュメモリからやSRAMから実行され

た場合にも依存する。コードがフラッシュから実行されると、フラッ

シュアクセラレータが有効である場合に、エネルギー効率が良好

です。コードは、SRAMから実行するとSRAM2から実行するときに、

エネルギー効率が良いです。



Runモードでの消費電力は、Low-power runモードのおかげで、

低い周波数に落とすと最適化できる。 ARTアクセラレータを有

効にすると、パフォーマンスを向上させるだけでなく、動的消

費電力を低減します。ベストの消費電力が最も頻繁に達成で

きるのは、命令キャッシュがON、データキャッシュがON、プリ

フェッチバッファはOFF。この設定は、フラッシュメモリのアクセ

ス数が減少する。

Small Flash動的消費電力は、ファームウェアがフラッシュメモ

リにアクセスする必要があるたびに小さい消費電力にできる。

SRAM1とSRAM2からの消費は非常に似ていますが、アドレス

0に再マッピングしない場合に0ウェイトステートアクセスのお

かげで、SRAM2がSRAM1よりも電力効率が高い。
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SleepとLow-power sleepモードは、すべてのペリフェラルで使

用可能、また最速のウェイクアップ時間を提供する。

これらのモードでは、CPUは停止し、各ペリフェラルクロックは

Sleep及びLow-power sleepモードの間ON/OFFできるように、

ソフトウェアで構成できる。これらのモードは、アセンブラ命令

WFIまたはWFEを実行することによりなる。Low-power run

モードで実行すると、デバイスは、Low-power sleepモードに

入る。

CortexM4のシステム制御レジスタのSLEEPONEXITビットの設

定によって、MCUは命令が実行されるとすぐにスリープモード

に入るか、最も低い優先度の割り込みサブルーチンを出ると

きに実行するかが選べる。割り込みを出るときに実行の場合、

スタックをポップしないことで、時間と消費電力を節約すること

ができる。



バッチアクイジション(取得)モードは、データを転送するため

の最適化されたモード。

必要なものは、通信ペリフェラル、1つのDMA、SRAM1または

SRAM2。これらは、Sleepモードでクロックを有効にする。

フラッシュメモリは、パワーダウンモードにされ、フラッシュメモ

リクロックはSleepモード時にOFF。

その後、SleepまたはLow-power sleepモードのいずれかにな

ることができる。 I2Cクロックは、1MHzの高速モードプラスの

サポートのために、Low-power sleepモードで16 MHzであるこ

とが許される。 USARTとLPUARTクロックもまた、HSIを使うこと

が可能。代表的なアプリケーションには、センサハブ。



Sleepモードでは、CPUクロックはOFFです。レンジ1において、

システムクロックは80MHzまで、レンジ2において、26 MHzま

で。デフォルトでは、SRAM1とSRAM2クロックが有効になって

いる。これらは、ソフトウェアにより、Sleepモード時にOFFする

ことができる。

すべてのペリフェラルをレンジ1で活性化することができ。レン

ジ2では、USB OTG、および乱数ジェネレータを除いたペリフェ

ラルは、活性化させることができる。

Sleepモードの消費電力は、レンジ1、80 MHz、フラッシュメモ

リのオンで、37μA/MHz。
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Low-power sleepモードでは、CPUクロックはオフ、ロジックは、

Low-powerレギュレータにより供給される。システムクロック

は2 MHzまで。フラッシュメモリは、パワーダウンおよびクロッ

クオフの設定ができる。SRAM1とSRAM2はOFFすることができ

る。

USB OTG、および乱数ジェネレータを除いたペリフェラルは、

活性化させることができる。

Low-power sleepモードの消費電力は、フラッシュメモリと

SRAM OFF、2 MHzのクロックで、40μA/MHz。

20



STM32L4デバイスは、2つの停止モードを備えている：Stop 1、

Stop 2、最小の消費電力モードで完全な保持力を持ち、48 

MHzのとき、たったの4usでRunモードにウェイクアップする。

SRAM1、SRAM2の内容とすべてのペリフェラルレジスタは、

Stopモードで保存されます。

全てのハイースピードクロックは停止する。

32.768kHzの外部発信器と32kHzの内部発信子は両方有効。

いくつかのペリフェラルはstopモードからウエイクアップでアク

ティブ。

ウェイクアップ時にシステムクロックは、ハイスピード内部発

振子と最大48MHzのマルチスピード発振子を使うと、4usでウ

エイクアップする。

Stop 2 の消費電力のほうが低い、Stop 1 は少しサポートしてるペ

リフェラルが多い



ストップ1モードでは、システムクロックが停止され、すべての

高速クロックがパワーダウンされている。RTCはLSIまたはLSE

によってクロックが供給され、活性化することができる。ブラ

ウンアウトリセットは常に有効。ペリフェラルクロックのほとん

どがOFFされている。いくつかのペリフェラルがStop 1モードで

機能することができる：電源電圧検出器(PVD)、ペリフェラル

の電圧モニタ(PVM)、LCDコントローラ、デジタルアナログコン

バータ、オペアンプ、コンパレータ、インディペンデントウォッ

チドッグ、LPタイマ、I2C、UARTおよびLPUART。すべてのI/Oか

らのイベントは、Stop 1モードから復帰させる。それに加え、ア

クティブなペリフェラルによって割り込みを生成することがで

きる。また、SWPMIとUSBがStop 1モードからウェイクアップす

ることができます。 I2CとUARTまたはLPUARTは、そのウェイク

アップ状態を認識するために、Stopモード時にHSIをONにする

ことができます。(HSIはOFFでもいい)

Stop 1モードの消費電力は、RTCなし、3Vで、6.6μA。ウェイク

アップ時のシステムクロックにMSI48MHz、およびコードを
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SRAMから実行したときのウェイクアップ時間は4μsです。
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Stop 2モードでは、システムクロックが停止され、すべての高

速クロックがパワーダウンされている。RTCはLSIまたはLSEに

よってクロックされ、活性化することができる。

ブラウンアウトリセットは常に有効になっている。ペリフェラル

クロックのほとんどがOFFされている。いくつかのペリフェラル

がStop 2モードで機能することができる：電源電圧検出器

(PVD)、ペリフェラル電圧モニタ(PVM)、LCDコントローラ、コン

パレータ、インディペンデントウォッチドッグ、LPTIM1、I2C3、お

よびLPUART。

すべてのI/Oからのイベントは、Stop 2モードからwakeupでき。

それに加え、アクティブなペリフェラルによって割り込みを生

成できる。 I2C3とLPUARTは、そのウェイクアップ状態を認識

するために、Stopモード時にHSIをONに切り替えることができ

ます。(しないこともできる)

Stop 2モードでの消費電力は、RTCなし、3 Vで1.2μA。ウェイク

アップ時間は、ウェイクアップ時のシステムクロックが

MSI48MHzであるとき、かつコードは、SRAMから実行されると
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きに5μs。
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Stop 1およびStop 2モードを比較すると:

Stop 1モードの消費電力はStop 2モードのよりも高いが、ウェ

イクアップ時間が短くなり、アクティブなペリフェラルの数がよ

り多い。

Stop 1モードでは、メインレギュレータを維持することが可能。

Stop 2モードでは不可能。メインレギュレータをONにすると、

消費電力が100μA大きいが、ウェイクアップ時間は約1マイク

ロ秒と非常に高速になる。

メインレギュレータをONにすることはUSBがサスペンドからレ

ジュームイベントを、または挿入検出でStop 1モードからウェ

イクアップすることが可能である。それはStop 2モードではサ

ポートしない。同様にSWPMIもサスペンドからレジュームイベ

ントを受けて、Stop 1モードからウェイクアップすることが可能

である。これもStop 2ではサポートしない。

I2Cアドレス識別は、両方のストップモードで機能的であり、ア

ドレスが一致した場合にウェイクアップイベントを生成するこ

とができる。Stop 2では1つのI2Cのみ、Stop 1で3 つのI2Cが
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サポートされている。

UARTのバイト受信は両方のストップモードで機能的であり、ス

タート検出またはバイト受信またはアドレス一致イベントの場

合にウェイクアップイベントを生成することができる。Stop 2

モードでは1つのLPUARTのみサポートされている。Stop 1モー

ドでは、すべての5個のUARTとLPUARTは、ウェイクアップイベ

ントを生成することができる。

LSIまたはLSEによってクロック駆動する場合、または外部ピン

によってクロックされた場合、LPTIMは、そのすべてのイベント

でMCUを起動することができる。唯一LPTIM1がStop 2モードで

サポートされているのに対し、Stop 1モードでは、両方のLPTIM

がサポートされている。

24



スタンバイモードは、SRAM2の32Kバイトを保持することがで

きる最も低い電力モードで、VBATにVDDから自動的にスイッ

チがサポートされており、I / Oのレベルは独立したプルアップ

およびプルダウン回路で構成することができる。

デフォルトでは、電圧レギュレータは、パワーダウンモードに

あり、SRAMとペリフェラルレジスタは失われる。 128バイトの

バックアップレジスタは常に保持される。

ソフトウェアの設定で、SRAM2の32Kバイトを保持することが

できる。

超低消費電力ブラウンアウトリセットはVDDのスロープにかか

わらず安全なリセットを確保するために、常にオンになってい

ます。

各I/Oは、プルアッププルダウンまたは無しを、APC制御ビット

で構成することができる。これによって、スタンバイモード時に

外部コンポーネントの入力状態を制御することができる。

5つのウェイクアップピンは、スタンバイモードからデバイスを

ウェイクアップするために利用可能。 5つのウェイクアップピン
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のそれぞれの極性は設定可能。

ウェイクアップクロックは、MSIで1から8 MHzまで設定可能。
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SRAM2を使用したスタンバイ・モードでは、メインレギュレータ

がパワーダウンされ、低消費電力のレギュレータは、その内

容を保存するSRAM2に電圧を提供する。LSIまたはLSEによっ

てRTCのクロックは、活性化することができる。

ブラウンアウトリセットは常に有効になっている。インディペン

デントウォッチドッグはスタンバイモードで有効にすることがで

きる。

リセット、ブラウンアウトリセット、RTCおよび改ざん検出、イン

ディペンデントウォッチドッグと5ウェイクアップ・ピン上の任意

のイベントは、スタンバイモードからMCUを終了することがで

きる。

スタンバイモードSRAM2ありRTCなしの消費電力は3 Vで390 

nA。ウェイクアップ時間は約14μs。
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SRAM2のないスタンバイモードでは、メインレギュレータと

Low-powerのレギュレータがパワーダウンする。RTCはLSIまた

はLSEによってクロックされ、活性化することができる。

ブラウンアウトリセットは常に有効になっている。インディペン

デントウォッチドッグは、スタンバイモードで有効にすることが

できる。

ウェイクアップイベントはスタンバイモード+SRAM2に記載され

たものと同じ。

RTCのないスタンバイモードの消費電力は3 Vで150 nA。ウェ

イクアップ時間は約14μs。
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シャットダウンモードは、STM32L4の最低消費電力モードで、

1.8 Vでわずか30 nA。

このモードは、スタンバイモードに似ているが、パワーモニタ

リングがなく、ブラウンアウトリセットは無効となり、VBATにス

イッチする機能がシャットダウン・モードではサポートされてい

ない。 LSIは利用できず、結果的にインディペンデントウォッチ

ドッグも使用できない。すべてのレジスタは、バックアップドメ

イン内のものを除いてリセットされ、リセット信号がパッドの上

に生成される。デバイスがシャットダウン・モードを終了すると

ブラウンアウトリセットが発生する。

128バイトのバックアップレジスタはShutdownモードでも保持

される。

Wakeupソースは5つのwakeupピンとRTC。

Shutdownモードを抜けたとき、wakeupクロックはMSI 4MHz。
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シャットダウン・モードでは、メインレギュレータとLow-powerの

レギュレータがパワーダウンする。LSEによってクロックが作ら

れ、RTCは活性化することができる。

ブラウンアウトリセットは無効になる。LSEだけが有効になる。

WakeupイベントはRTCとTamperイベント、リセット、5つの

wakeupピン。

Shutdownの消費電力はRTCなしのとき、3Vで約60nA。

Wakeup時間はおよそ250us。
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STM32L4のパワーモードの一覧。
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Runモードでは、Low power sleepモードを除くすべての低電

力モードにアクセスすることが可能。Low power sleepモード

に移行するためには、Low power runモードに最初に移動し、

WFIかWFEを実行し、レギュレータを低消費電力のレギュレー

タにする必要がある。Low power sleepモードを終了するとき、

STM32L4はLow power runモードになる。

デバイスがLow power runモードにある場合、それはスリープ

とStop 2以外のすべての低電力モードに入ることができる。

Stop 2モードは、Runモードから遷移することができる。

もしデバイスがLow power runモードからStop1モードになると、

復帰したときにLow powe runモードに戻る。

もしデバイスがLow power runモードからStandbyまたは

Shutdownになると、復帰したときにRunモードになる。
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バックアップドメインは、VDDの供給が停止している場合に、

VBATピンに接続されたバックアップ用バッテリのおかげで、

RTC機能を維持し、バックアップレジスタを維持する。

バックアップドメインは、32.768 kHzのLSEによってクロック駆動

されているRTCを含む。3つのタンパーピンがVBATモードで機

能しており、侵入検知の場合に、VBATドメインに含まれる128

バイトのバックアップレジスタを消去する。

バックアップドメインはRTCのクロック制御機能も含む。

VDDが一定のしきい値を下回るケースでは、バックアップドメ

イン電源が自動的にVBATに切り替わる。 VDDが正常に戻っ

ている場合には、バックアップドメインの電源が自動的にVDD

に戻る。

VBATの電圧は、バックアップ電池レベルをモニタするために、

内部でADCの入力チャネルに接続されている。

VDDが存在する場合、VBATに接続されたバッテリは、VDD電

源から充電することができる。
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バッテリー充電機能は、VDD電源が存在する場合、内部抵抗

を介してVBATピンに接続されたスーパーキャパシタンスを充

電することができる。充電はソフトウェアで有効にでき、ソフト

ウェアによっては5kWか、1.5kWののどちらかの抵抗を介して

行われる。バッテリーの充電は自動的にVBATモードでは無効

になっている。
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VBATモードでは、MCU全体で、128バイトのバックアップレジ

スタ、RTCおよびLSEクロックを含むバックアップ・ドメインを除

いて、パワーダウンモードになっている。

VBATピンからの消費電力はは、3 VでRTCのない場合約6 nA、

及びRTCありで500 nA。
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フラッシュオプションバイトに、指定されたLow powerモードを

禁止する3ビットが用意されている。あるビットをクリアすると

シャットダウンモードに入るとき、リセットを発生をする。別の

ビットは、スタンバイモードに入るとき、リセットを発生をする。

最後のビットは、ストップ1またはストップ2のモードに入るとき、

リセットを発生をする。
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デバッグ制御レジスタで3ビットが用意されていて、スリープ、

ストップ、スタンバイおよびシャットダウンモードでのデバッグ

を可能にする。関連ビットがセットされている場合、レギュ

レータはスタンバイおよびシャットダウンモードでONに保持さ

れ、HCLKとFCLKのクロックはアクティブデバッガを維持するた

めに、ONのまま。これは、低電力モード時にデバッガとの接

続を維持し、ウェイクアップ後にデバッグを継続する。MCUは、

デバッグ中でないときに、これらのビットをクリアすることを忘

れないこと。なぜなら、クロックやレギュレータが有効になった

ままなので、消費電力が高くなるから。
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この研修に加えて、あなたはリセットとクロック制御、割り込み

のトレーニングを参照することができ、および、すべてのペリ

フェラルについてStopからのwakeupを参照できる。
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詳細については、アプリケーションノートを参照。STM32L4 

ultra-low-power features overview.
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